１　兵庫県　活動報告（令和元年度）
兵庫県立神戸工業高等学校
情報技術科　西川　敏弘
１　概要
兵庫県においては、所属学校が兵庫県高等学校教育研究会工業部会電気部会（電子分科会）に所属し、近畿情報技術研究会の情報は工業部会の組織を通じて全国情報技術教育研究会や近畿情報技術研究会の動向や情報を伝達している。
　ただし、兵庫県は電子分科会に所属する学校でも全国情報技術教育研究会又は全国電子工業教育研究会のいずれか、又は両方に加入する場合が多くなっており両者の共存が課題となっている。
　電子分科会参加の学科名も電気（電気工学）科、電子（電子工学）科、情報技術科、情報繊維科、機械電子科など多岐にわたっている。

　主な活動は、高校生ものづくりコンテスト（電子回路組み立て部門。）工業教育フェア・ロボットコンテストの実施が中心で、見学会、総会、技術講習会を行なっている。ものづくり全国大会は兵庫県実施となるため活動はもの作りコンテストの運用が中心になってきている。
（1） 平成３０年度報告
　県電子分科会を神戸市立科学技術工をとし、近情研を神戸工とすることとした。
５月　高校生ものづくりコンテスト県大会実行委員会・若年者ものづくりコンテスト（電子回路み立て）出場者を選考
５月３０日　兵庫県工業部会総会（兵庫工）
　　　　　　電気部会会合　電子分科会会合

　7月５日　高校生ものづくりコンテスト県大会実行委員会（科技工）　製作プログラム内容や回路図・大会ルールを最終決定し募集要項を県下の工業高等学校・総合高校に配布

　７月１３日　　近畿情報技術教育研究会理事会・総会・見学会（産業技術短期大学）

　７月１６日　高校生ものづくりコンテスト兵庫県大会　を実施　神戸市立科学技術高校
競技の審査委員長には近畿情報技術研究会事務局の西川が担当した。

７月２６日～２７日　全国情報技術教育研究会総会　青森県青森市　兵庫県が発表
３月８日　兵庫県高等学校教育研究会電気部会・見学研修会
（2） 令和元年度報告
令和元年度は県電子分科会を飾磨工業高校が担当し、近情研を神戸工が担当した。

5月18日　若年者ものづくりコンテスト（電子回路組み立て）近畿地区大会を開催
５月３０日　兵庫県工業部会総会（兵庫工）

電気部会会合　電子分科会会合

７月４日　高校生ものづくりコンテスト県大会実行委員会（飾磨工）　製作プログラム内容や回路図・大会ルールを最終決定し募集要項を県下の工業高等学校・総合高校に配布後、参加予定者を確定し打ち合わせ。
７月１５日　兵庫県ものづくりコンテスト兵庫県大会　電子回路組み立て部門を兵庫県立尼崎工業高等学校で実施した。
　競技の審査委員長には昨年に引き続き近畿情報技術研究会事務局の西川が担当した。
７月12日　　近畿情報技術教育研究会理事会・総会・見学会（神戸電子専門学校）

　８月１～２日　全国情報技術教育研究会総会
　研究発表会（愛知県名古屋市）滋賀県発表
８月６日　ものづくりコンテスト近畿大会

　　　　　電子回路組み立て部門を
　　　　　兵庫県立尼崎工業高等学校で実施

１１月16～17日全国ものづくりコンテスト。
　　　　　電子回路組み立て部門を
　　　　　兵庫県立尼崎工業高等学校で実施
これらものづくりコンテスト大会の審査や運用には、兵庫県内だけでなく、近畿各地より近畿情報技術研究会の関係者が少なからず参加されておられた。
ものつくりコンテスト電子回路組み立て部門は、電子回路の半田付けを基本とする、電子回路などハードウエアの組み立て知識から、プログラムの制作まで含む幅広い分野である。兵庫県下でもノウハウや経験を持つ学校と、持たない学校の差異があり今後共通化するにせよ、いろいろな問題を含んでいることを痛感している。
